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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)

新規な非線形磁気光学効果 である磁化誘起第三高調波発生(MTHG)を 見出す ことを 目

的 とし,磁 性ガーネ ッ ト薄膜における第三高調波発生の磁場依存性 について,理 論 と実験の

両面か ら検討 した。これは初めての試みであるため,ま ず磁化に伴 う媒質の磁気点群 の変化

を考察 し,磁 化によって第三高調波発生が どのよ うに変化 しうるのかを定性的に予想 した。

次に,予 想 され る第三高調波発生の変化 を観察す るための磁場配置 と光学系,そ して実験方

法 を検討 し,ま た観察 に最 も適 した光学物性 と磁気物性を持つ材料 を検討 した。そ して実際

に材料 を作製 し,そ の材料 を用いて実際に光学測定を行い,三 次の非線形磁気光学効果の検

出を試みた。

本研究では,線 形磁気光学効果の大きなビスマス ・アル ミニ ウム置換イ ッ トリウム鉄ガー

ネ ッ ト(Bi,AI:YIG)の 薄膜を試料 として用いた。磁気点群 の検討を行 った結果,光 の進行

方 向と同 じ方向に磁化 した場合,第 三高調波の偏光状態が変化す ることが示唆 された。Fig.

1に ファラデー 回転スペク トル を,Fig.2にTi:Sapphireレ ーザー を用いて入射光0.89eV

において測定 した第三高調波の回転角の磁場依存性 と,0.89eV,2.67eVに お けるファラ

デー回転の磁場依存性 を示す。

爾

Fig.1:Bi,AI:YIGの ファラデー回転スペ ク トルFig.2:第 三高調波の回転角の磁場依存性

ファラデー 回転のない波長であるにもかかわ らず,高 調波の偏光面は大 きく回転 し,飽 和時

の回転角 は約 ±4.1度 に達 した。 これは,磁 化誘起非線形感受率の発生 を示す ものであ り,

すなわち本実験において,磁 化誘起第三高調波発生の観察に初めて成功 した。
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